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１学期ありがとうございました。 
 

本日、令和６年度、第１学期の終業式を行いました。皆

様のご理解、ご協力に感謝いたします。 

さて、来週７月27日（土）の未明に、パリオリンピックの

開会式が行われます。日本選手団の活躍を期待したいと

ころです。思えば前回大会の2020東京大会はコロナ禍

で、１年延期になりました。 

あれから４年が経ち、学校行事も戻ってきました。４月は高等部Ｂ部門３年・横浜氷取沢分

教室３年の関西修学旅行が実施できました。５月は制限なしの大型連休。６月は中A２年のあ

ゆみ荘への宿泊、７月は小A５年６年の上郷森の家への宿泊学習・修学旅行の宿泊行事も実施

できました。各部門・学部では、スクールバスやシーサイドラインを使って校外学習に出て、経

験を広げることもできました。２学期も様々な学習を通して、豊かに生きる力を育んでいきま

しょう。 

今学期は休日明けに天気が崩れることが多く、梅雨入りも例年より遅かった年でした。楽し

みにしていた近隣校外学習の中止や、校外学習が延期になることもありました。 

そんな雲り空の多い中、素敵な言葉を耳にしたので紹介します。「雲の上は青空」です。時に

は頭の上に雲がかかり、雨が降る日もあります。けれども、「やまない雨はない」と同様に、雲

の上は青空です。自分の強みを生かして日々を過ごし、少しだけ高みに挑戦することで、いつ

か雲を抜けて青空が広がるといいなと思います。 

２学期もどうぞよろしくお願いいたします。 
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今年度は14名の新入生、６年生に１名の転入生を迎えて８０人でスタ

ートしました。１年生もすっかり学校に慣れて、毎日元気に活動していま

す。ここ数年はコロナ禍で交流が難しかったですが、今では様々な場面 

で関わりがたくさん見られるようになりました。１年生の教室に３年生や５年生の児童が

遊びに行って一緒にプラレールをしたり、A部門と一緒に集会を行ったりと、学年や学部

を超えて子供たちの笑顔があふれています。今後は積極的に地域にもこの笑顔の輪を広げ

ていきたいと思っています。 

仲良く元気に毎日頑張っている小Ｂです。子どもたちの成長を楽しみにしていてくださ

い。 

（小Ｂ学部長 木下 容子） 

 

 

 

19名の新入生を迎え、２年生19名、３年生19名の総勢57名で、元気

いっぱい色々なことに毎日チャレンジしています。１年生は、「みんなが

キラキラと輝く１年に」という思いを込めて、学年通信のタイトルを「キ 

ラキラ かがやけ！」と名付けました。1年生の教室は、明るい笑顔と元気な声で溢れて

います。２年生は、集団としてより一層一体感が高まり、運動に勉強にパワーがみなぎっ

ています。３年生は、一人ひとりがそれぞれの目標に向かって一生懸命に取り組んでおり、

意欲的な姿が学校生活全体でみられます。学年を超えてみんなで協力し、様々な経験を通

して、心もからだもさらに成長していけるよう、取り組んでいきたいと思います。 

（中Ｂ学部長 本田 侑子） 

 

 

 

新入生や転入生を迎え、元気に小学部・中学部がスタートしました。登校後、小学部の

子どもたちは、チャレンジタイムで元気な挨拶と体力作りから始まります。中学部の生徒

たちは、それぞれの係の仕事を頑張っています。今年度もプールや金沢学習発表会、校外

での活動を楽しみつつ、学習の積み重ねも大切にしていきたいと思います。頑張る子ども

たちの応援をよろしくお願いします。 

（Ｂ部門長 米満 和孝） 
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